
農業の話をしようよ！
JA前橋市のキャッチコピー

笑顔と信頼　広げよう「ありがとう」の気持ち
2026

１

ホームページをリニューアルしました！
ホームページアドレス
http://www.jagunma.net/maebashi/

ＪＡ前橋市公式Instagramを始めました！
イベントの告知など様々な情報をお届けします

産直ゆうあい館Instagram更新中！
フォローやいいねをお願いします

▲イメージキャラクター
　「じゃじゃゴン」

～粕川地区 冬の風物詩～

前橋産大豆豊作 出荷準備進む 《表紙紹介は６ページ》　　　　　　

睦
 む つき

月 /親戚や知人たちが互いに往来し、親しむ月　花暦 /福寿草（ふくじゅそう）…永遠の幸せ　誕生石 /ガーネット…友情・忠実

農産物検査員による大豆の品質検査▲　　
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謹
賀
新
年

　
組
合
員
の
皆
様
が
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

　
　
　
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春
先
の
強
風
や
夏
場
の
記
録
的
な
猛
暑
な
ど
、
天
候
不
順
に
よ

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春
先
の
強
風
や
夏
場
の
記
録
的
な
猛
暑
な
ど
、
天
候
不
順
に
よ

る
異
常
気
象
に
悩
ま
さ
れ
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
に
続
く
米
の
大
幅
な
価
格
上
昇

る
異
常
気
象
に
悩
ま
さ
れ
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
に
続
く
米
の
大
幅
な
価
格
上
昇

や
、
未
だ
改
善
が
見
え
な
い
農
業
生
産
コ
ス
ト
の
高
止
ま
り
、
生
活
資
材
価
格
の
上
昇
が
私
た

や
、
未
だ
改
善
が
見
え
な
い
農
業
生
産
コ
ス
ト
の
高
止
ま
り
、
生
活
資
材
価
格
の
上
昇
が
私
た

ち
の
生
活
や
農
畜
産
物
の
生
産
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

ち
の
生
活
や
農
畜
産
物
の
生
産
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
県
内
で
も
複
数
発
生
し
た
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
に
よ
り
、
生
産
者
の
皆
様
が
受
け
ら

　

さ
ら
に
、
県
内
で
も
複
数
発
生
し
た
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
に
よ
り
、
生
産
者
の
皆
様
が
受
け
ら

れ
た
ご
苦
労
や
ご
心
痛
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
県
や
市
と
連
携
し
、

れ
た
ご
苦
労
や
ご
心
痛
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
県
や
市
と
連
携
し
、

迅
速
か
つ
徹
底
し
た
防
疫
措
置
を
講
じ
る
中
で
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

迅
速
か
つ
徹
底
し
た
防
疫
措
置
を
講
じ
る
中
で
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
２
月
に
発
生
し
た
強
風
で
は
、
営
農
部
・
営
農
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
被
害
調
査
を

　

昨
年
２
月
に
発
生
し
た
強
風
で
は
、
営
農
部
・
営
農
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
被
害
調
査
を

基
に
、
施
設
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
が
破
れ
る
な
ど
深
刻
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
生
産
者
の
皆
様

基
に
、
施
設
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
が
破
れ
る
な
ど
深
刻
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
生
産
者
の
皆
様

に
対
し
、
微
力
な
が
ら
支
援
対
策
に
努
め
ま
し
た
。

に
対
し
、
微
力
な
が
ら
支
援
対
策
に
努
め
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
、『
令
和
８
年
度
農
業
振
興
対
策
等
に
関
す
る
要
望
書
』
を
前
橋
市
へ
提
出
い
た
し

　

８
月
に
は
、『
令
和
８
年
度
農
業
振
興
対
策
等
に
関
す
る
要
望
書
』
を
前
橋
市
へ
提
出
い
た
し

ま
し
た
。
農
業
生
産
コ
ス
ト
が
高
止
ま
り
す
る
一
方
で
、
農
畜
産
物
の
販
売
価
格
に
は
転
嫁
し

ま
し
た
。
農
業
生
産
コ
ス
ト
が
高
止
ま
り
す
る
一
方
で
、
農
畜
産
物
の
販
売
価
格
に
は
転
嫁
し

づ
ら
い
状
況
に
加
え
、
多
発
す
る
自
然
災
害
、
家
畜
伝
染
病
の
発
生
な
ど
複
合
的
な
要
因
か
ら

づ
ら
い
状
況
に
加
え
、
多
発
す
る
自
然
災
害
、
家
畜
伝
染
病
の
発
生
な
ど
複
合
的
な
要
因
か
ら

農
家
経
営
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
実
情
を
訴
え
ま
し
た
。
具
体
的
な
支
援
措
置
と
し
て
、
共
同

農
家
経
営
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
実
情
を
訴
え
ま
し
た
。
具
体
的
な
支
援
措
置
と
し
て
、
共
同

乾
燥
施
設
・
出
荷
施
設
等
の
維
持
・
修
繕
並
び
に
再
編
整
備
事
業
に
係
る
費
用
補
助
、
家
畜
伝

乾
燥
施
設
・
出
荷
施
設
等
の
維
持
・
修
繕
並
び
に
再
編
整
備
事
業
に
係
る
費
用
補
助
、
家
畜
伝

染
病
対
策
支
援
、
酪
農
関
係
補
助
金
の
支
援
拡
充
・
追
加
、
高
温
対
策
支
援
、
農
業
生
産
費
高

染
病
対
策
支
援
、
酪
農
関
係
補
助
金
の
支
援
拡
充
・
追
加
、
高
温
対
策
支
援
、
農
業
生
産
費
高

騰
対
策
支
援
な
ど
を
含
む
全
９
項
目
に
及
ぶ
要
望
を
行
政
機
関
に
対
し
求
め
ま
し
た
。

騰
対
策
支
援
な
ど
を
含
む
全
９
項
目
に
及
ぶ
要
望
を
行
政
機
関
に
対
し
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
夏
に
相
次
い
で
発
生
し
た
梨
や
挑
の
果
実
を
狙
っ
た
窃
盗
被
害
を
受
け
、
前
年
に

　

ま
た
、
昨
夏
に
相
次
い
で
発
生
し
た
梨
や
挑
の
果
実
を
狙
っ
た
窃
盗
被
害
を
受
け
、
前
年
に

引
き
続
き
前
橋
東
警
察
署
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
窃
盗
被
害
の
防
止
の
た
め
合
同
防
犯
パ
ト

引
き
続
き
前
橋
東
警
察
署
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
窃
盗
被
害
の
防
止
の
た
め
合
同
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
に
協
力
い
た
し
ま
し
た
。

ロ
ー
ル
に
協
力
い
た
し
ま
し
た
。

　　

1111
月
に
は
、
前
橋
市
農
業
ま
つ
り
を
群
馬
県
、
前
橋
市
、
農
業
委
員
会
、
女
性
組
織
協
議
会
、

月
に
は
、
前
橋
市
農
業
ま
つ
り
を
群
馬
県
、
前
橋
市
、
農
業
委
員
会
、
女
性
組
織
協
議
会
、

青
年
部
協
議
会
の
協
力
の
も
と
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
青
果
物
の
競
り
や
収
穫
体
験
と

青
年
部
協
議
会
の
協
力
の
も
と
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
青
果
物
の
競
り
や
収
穫
体
験
と

代表理事代表理事
組 合 長組 合 長矢 端 幹 男矢 端 幹 男
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い
っ
た
参
加
型
企
画
や
、
前
橋
産
の
新
鮮
野
菜
・
畜
産
物
の
販
売
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
皆
様

い
っ
た
参
加
型
企
画
や
、
前
橋
産
の
新
鮮
野
菜
・
畜
産
物
の
販
売
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
皆
様

と
交
流
を
深
め
、
農
業
や
Ｊ
Ａ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

と
交
流
を
深
め
、
農
業
や
Ｊ
Ａ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
前
橋
産
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
青
年
部
協
議
会
役
員
と
連
携
し

　

そ
の
他
、
前
橋
産
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
青
年
部
協
議
会
役
員
と
連
携
し

て
販
売
を
行
っ
た
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
の
農
畜
産
物
直
売
イ
ベ
ン
ト
、
道
の
駅
『
ら
ら
ん
藤
岡
』
で
の

て
販
売
を
行
っ
た
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
の
農
畜
産
物
直
売
イ
ベ
ン
ト
、
道
の
駅
『
ら
ら
ん
藤
岡
』
で
の

前
橋
産
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
消
費
拡
大
運
動
、
市
場
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
実
施
な
ど
、
県
内
外

前
橋
産
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
消
費
拡
大
運
動
、
市
場
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
実
施
な
ど
、
県
内
外

を
問
わ
ず
積
極
的
な
活
動
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
契
約
養
豚
農
家
が
生
産
す
る
「
ま
え
ば
し

を
問
わ
ず
積
極
的
な
活
動
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
契
約
養
豚
農
家
が
生
産
す
る
「
ま
え
ば
し

麦
豚
」
が
前
橋
市
の
赤
城
の
恵
ブ
ラ
ン
ド
に
認
証
さ
れ
、
年
末
に
は
給
食
用
食
材
と
し
て
市
内

麦
豚
」
が
前
橋
市
の
赤
城
の
恵
ブ
ラ
ン
ド
に
認
証
さ
れ
、
年
末
に
は
給
食
用
食
材
と
し
て
市
内

小
中
学
校
等
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

小
中
学
校
等
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
各
生
産
者
組
織
と
の
連
携
を
強
化
し
、
前
橋
産
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大

　

本
年
も
引
き
続
き
、
各
生
産
者
組
織
と
の
連
携
を
強
化
し
、
前
橋
産
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大

と
生
産
者
支
援
に
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

と
生
産
者
支
援
に
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
Ｊ
Ａ
前
橋
市
の
第
９
次
中
期
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
更
な
る
自
己
改
革
の

　

令
和
７
年
度
は
Ｊ
Ａ
前
橋
市
の
第
９
次
中
期
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
更
な
る
自
己
改
革
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
続
く
令
和
８
年
度
は
計
画
の
中
間
年
で
あ
り
、

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
続
く
令
和
８
年
度
は
計
画
の
中
間
年
で
あ
り
、

肝
心
要
の
年
で
あ
り
ま
す
。
経
済
や
社
会
情
勢
が
急
速
に
変
化
す
る
状
況
の
中
、
計
画
の
着
実

肝
心
要
の
年
で
あ
り
ま
す
。
経
済
や
社
会
情
勢
が
急
速
に
変
化
す
る
状
況
の
中
、
計
画
の
着
実

な
実
践
を
進
め
、
組
合
の
経
営
基
盤
と
組
織
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

な
実
践
を
進
め
、
組
合
の
経
営
基
盤
と
組
織
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
の
経
営
理
念
で
あ
り
ま
す
「
組
合
員
・
地
域
住
民
の
生
活
の

　

新
年
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
の
経
営
理
念
で
あ
り
ま
す
「
組
合
員
・
地
域
住
民
の
生
活
の

向
上
を
図
り
活
力
と
ゆ
と
り
あ
る
農
業
、
緑
豊
か
な
田
園
都
市
を
築
く
」
を
再
認
識
し
、
地
域

向
上
を
図
り
活
力
と
ゆ
と
り
あ
る
農
業
、
緑
豊
か
な
田
園
都
市
を
築
く
」
を
再
認
識
し
、
地
域

に
根
差
し
た
Ｊ
Ａ
と
し
て
組
合
員
・
利
用
者
に
寄
り
添
い
、
地
域
の
「
食
」
と
「
農
」
を
守
り
、

に
根
差
し
た
Ｊ
Ａ
と
し
て
組
合
員
・
利
用
者
に
寄
り
添
い
、
地
域
の
「
食
」
と
「
農
」
を
守
り
、

豊
か
な
「
く
ら
し
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

豊
か
な
「
く
ら
し
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
午
（
う
ま
）」
で
す
。
午
年
は
、
力
強
く
駆
け
抜
け
る
馬
の
よ
う
に
「
躍

　

今
年
の
干
支
は
「
午
（
う
ま
）」
で
す
。
午
年
は
、
力
強
く
駆
け
抜
け
る
馬
の
よ
う
に
「
躍

動
感
」
や
「
力
強
さ
」
を
象
徴
し
、
物
事
が
順
調
に
進
み
幸
運
が
駆
け
込
ん
で
く
る
活
力
と
前

動
感
」
や
「
力
強
さ
」
を
象
徴
し
、
物
事
が
順
調
に
進
み
幸
運
が
駆
け
込
ん
で
く
る
活
力
と
前

進
の
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
一
年
が
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り

進
の
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
一
年
が
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



ＪＡ前橋市

自己改革実践レポート
全体戦略『農業者の所得増大・生産拡大に向けた取り組み』

▲㊤11月11日アスパラガス新規栽培導入者説明会　㊦11月25日ニガウリ新規栽培導入者説明会

　ＪＡ前橋市は11月、ＪＡアグリサポートセンターで、アスパラガス新規導入者説明会とニガウリ新

規導入説明会をそれぞれ開きました。ＪＡが提案するプラスワン施策の一環で、地域特性を活かした

労働生産性の高い新たな品目の栽培モデルを構築し、生産振興・作付拡大に向けた導入支援を図るこ

とを目的としました。

　説明会では、営農部生産振興課職員が市場情勢や導入メリット・留意点について詳しく説明。実際

に導入した生産者の事例や他品目との組み合わせについても紹介しました。また、中部農業事務所職

員や種子メーカー担当者などが、適切なほ場の選定や栽培方法、病害虫防除について解説したほか、

経営や支援事業についても紹介が行われ、参加者は熱心に耳を傾けました。

【アスパラガス栽培のメリット】
●軽量作物であるため収穫や出荷調整が行いやすい

●単価高傾向

●ハウス栽培では一度の定植で10年以上の栽培が可能　等

【ニガウリ栽培のメリット】
●管内生産量の増加と夏の需要が伴い単価高傾向

●収穫の最盛期が７～８月に集中しており、比較的管理作業も少ない

●出荷時の袋詰め作業が不要で傷がつきにくく箱詰めが容易

●規格数が少なく選果しやすい　等
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前
橋
市
と
Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
11
月
25
日
、

市
が
推
進
す
る
赤
城
の
恵
ブ
ラ
ン
ド
認
証

品
﹁
ま
え
ば
し
麦
豚
﹂
を
、
市
立
元
総
社

北
小
学
校
の
学
校
給
食
で
提
供
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
児
童
・
生
徒
の
地

元
農
畜
産
物
へ
の
関
心
を
高
め
、
各
家
庭

へ
の
前
橋
産
豚
肉
の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡
大
を

目
的
と
し
て
、
市
立
小
学
校
、
中
学
校
、

特
別
支
援
学
校
、
幼
稚
園
の
計
70
校
を
対

象
に
、
約
２
万
４
０
０
０
食
を
提
供
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
猪
俣
理
恵
副
市
長
、
吉
川
真

由
美
教
育
長
、
北
爪
麻
衣
子
教
育
委
員
、

と
矢
端
幹
男
組
合
長
が
、
教
室
で
児
童
と

給
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

献
立
に
は
、ま
え
ば
し
麦
豚
す
き
や
き
、

黒
米
ご
は
ん
、
だ
し
巻
き
た
ま
ご
、
大
根

の
浅
漬
け
、
さ
つ
ま
い
も
の
デ
ザ
ー
ト
、

牛
乳
が
並
び
、
す
き
や
き
を
食
べ
た
児
童

は
﹁
と
て
も
お
い
し
い
﹂と
笑
顔
を
見
せ
、

お
代
わ
り
を
す
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

矢
端
組
合
長
は
﹁
前
橋
産
の
美
味
し
い

豚
肉
を
味
わ
い
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
を

感
じ
て
ほ
し
い
﹂
と
語
り
ま
し
た
。

　
﹁
ま
え
ば
し
麦
豚
﹂
は
、
動
物
性
飼
料

を
排
除
し
、
大
麦
を
多
く
含
む
専
用
飼
料

で
育
て
た
上
州
麦
豚
の
う
ち
、
前
橋
市
内

で
生
産
さ
れ
た
豚
肉
で
、
特
有
の
臭
み
が

抑
え
ら
れ
、
脂
肪
分
に
甘
み
が
あ
る
の
が

特
徴
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
は
11
月
８

日
、
本
所
で
﹁
Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン

交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
﹂を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
４
６
５
人
の
多
く
の
家
族
連

れ
が
参
加
し
、
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
そ

れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
﹂
の
仲
間
た
ち

と
と
も
に
、
歌
や
踊
り
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ

て
、
楽
し
く
交
通
マ
ナ
ー
や
交
通
ル
ー
ル

を
学
び
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
握
手
会
も
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
声
を
上
げ
喜
び
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
11
月
22
日
、
高
崎
市
下

大
類
町
の
ぐ
ん
ま
県
央
青
果
株
式
会
社
で

前
橋
産
野
菜
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い

ま
し
た
。
昨
今
の
物
価
上
昇
や
原
材
料
費

の
高
騰
に
よ
り
生
産
者
の
経
営
状
況
が
ひ

っ
迫
す
る
な
か
、
実
需
者
並
び
に
関
係
者

と
危
機
意
識
を
共
有
し
、
販
売
単
価
の
引

き
上
げ
に
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
は
、
買
参
人
に
向

け
て
野
菜
の
展
示
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
詰
め
合
わ
せ
サ
ン
プ
ル
を

配
布
し
、
品
質
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
。
競

り
の
様
子
を
見
学
し
た
後
、
市
場
関
係
者

や
全
農
群
馬
県
本
部
を
交
え
て
の
情
報
交

換
会
を
行
い
、販
売
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

▲トップセールスを行う矢端組合長

▲児童と給食を味わった猪俣副市長㊧と矢端組合長㊨

▶
ま
え
ば
し
麦
豚
を
使
用
し
た
給
食

▲多くの子どもたちが交通ルール、マナーを楽しく学びました

赤
城
の
恵
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品

「
ま
え
ば
し
麦
豚
」を
学
校
給
食
で
提
供

Ｊ
Ａ
共
済

ア
ン
パ
ン
マン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン

前
橋
産
野
菜
を
Ｐ
Ｒ

市
場
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

Ⓒやなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV
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Ｊ
Ａ
前
橋
市
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
は
12

月
、
粕
川
野
菜
集
出
荷
所
前
で
２
０
２
５

年
産
大
豆
の
農
産
物
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

検
査
は
３
日
間
実
施
し
、
種
子
大
豆
を

含
む
約
２
,
８
０
０
袋
（
１
袋
30
㎏
）
を

受
検
し
ま
し
た
。

　

検
査
で
は
、
同
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
検
査
員

が
﹁
大
粒
﹂﹁
中
粒
﹂﹁
小
粒
﹂﹁
極
小
粒
﹂
の

規
格
に
基
づ
き
、
カ
ル
ト
ン
を
使
っ
て
裂

皮
・
し
わ
・
汚
れ
な
ど
の
品
質
を
確
認
し

等
級
格
付
け
を
実
施
。
１
日
目
の
検
査
の

結
果
、
全
体
の
約
９
割
が
２
等
に
格
付
け

　

Ｊ
Ａ
ビ
ル
支
所
は
11
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
ビ

ル
敷
地
内
で
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
お
よ
び
Ｊ
Ａ
共

済
商
品
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
ビ
ル
支
所
職
員
と
南
部

支
所
職
員
、
本
所
金
融
部
職
員
が
、
Ｊ
Ａ

ビ
ル
に
出
勤
す
る
役
職
員
へ
金
利
上
乗
せ

定
期
貯
金
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
投
資
信
託
、
ロ
ー
ン
、
年
金
共
済
な
ど

の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
商
品
の
魅
力
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
果
樹
部
会
は
11
月
28
日
、

午
前
・
午
後
と
２
回
に
分
け
て
同
部
会
生

産
者
の
圃
場
で
梨
の
冬
季
管
理
講
習
会
を

開
き
ま
し
た
。
生
産
者
や
中
部
農
業
事
務

所
、
市
、
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
34
人
が
参
加
し
、

来
季
以
降
の
安
定
生
産
と
品
質
向
上
を
目

的
に
、
梨
の
適
切
な
新
梢
管
理
を
学
び
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
中
部
農
業
事
務
所
担
い
手
・

園
芸
課
の
坂
本
博
章
主
任
が
講
師
を
務
め
、

梨
の
目
標
樹
形
や
せ
ん
定
の
注
意
点
な
ど

に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
。
続
い
て
、
剪
定

ば
さ
み
や
の
こ
ぎ
り
を
使
っ
て
剪
定
や
誘

引
・
捻
枝
の
方
法
を
実
演
し
ま
し
た
。
ま

た
、
養
分
を
効
率
的
に
使
用
す
る
た
め
の

花
芽
制
限
に
つ
い
て
も
、
せ
ん
定
作
業
と

同
時
期
に
実
施
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し

た
。

さ
れ
、
丁
寧
な
調
整
に
よ
り
安
定
し
た
品

質
の
製
品
が
揃
い
ま
し
た
。

　

粕
川
地
区
は
県
内
一
の
大
豆
産
地
で
、

﹁
里
の
ほ
ほ
え
み
﹂
な
ど
の
品
種
を
約
44 

ha
栽
培
し
て
お
り
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月

に
か
け
て
収
穫
・
乾
燥
し
た
の
ち
、
選
粒

機
と
色
彩
選
別
機
を
用
い
て
調
製
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
水
稲
、
麦
、
大
豆
の
３
品

目
を
３
年
か
け
て
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
さ
せ
、
連
作
障
害
の
回
避
と
圃
場
の

有
効
利
用
を
図
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
効
率

的
な
作
業
体
系
と
良
質
な
大
豆
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
産
大
豆
は
木
瀬
地
区
と
合

わ
せ
て
約
３
,
１
０
０
袋
の
出
荷
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

▲粕川地区で丹精込めて生産された大豆

▲出勤する役職員へＰＲを行うＪＡ職員

▲梨のせん定作業を確認する参加者

▶️
大
豆
の
検
査
を
行
う
農
産
物
検
査
員

梨
の
冬
季
管
理
講
習
会

粕
川
地
区
の
大
豆
検
査

Ｊ
Ａ
ビ
ル
支
所
チ
ラ
シ
配
布
で

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
、Ｊ
Ａ
共
済
商
品
を
Ｐ
Ｒ
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室
、
マ
ネ
ー
講
座
や
ヨ
ガ
教
室
な
ど
計
12

回
の
活
動
を
実
施
。
地
産
地
消
へ
の
理
解

と
、
日
々
の
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
に
す
る

た
め
の
知
見
を
広
め
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
卒
業
生
が
引
き
続
き
Ｊ
Ａ

の
組
織
活
動
に
参
加
出
来
る
よ
う
、
フ
レ

ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
や
女
性
部
へ
の
加
入
を

推
進
し
、
女
性
組
織
活
動
の
更
な
る
拡
充

を
図
っ
て
い
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
地
域
密
着
型
介
護
ホ
ー
ム

上
陽
は
12
月
20
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
華
や
か
な
装
飾
が
施
さ
れ
た

会
場
で
、
利
用
者
や
職
員
が
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
や
ト
ナ
カ
イ
の
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し
た
。

利
用
者
に
は
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
も
企

画
さ
れ
、
ミ
ッ
キ
ー
さ
ん
ら
に
よ
る
生
演

奏
で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や
歌
謡
曲
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
音
楽
に
合
わ

せ
手
拍
子
を
打
ち
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
青
年
部
協
議
会
は
12
月
４

日
、
中
野
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
関
東
甲
信
越
地
区
農
協
青
年
組
織
協

議
会
主
催
の
令
和
７
年
度
関
東
甲
信
越
地

区
農
協
青
年
組
織
協
議
会
幹
部
研
修
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
青
年
部
協
議
会

の
山
田
康
平
会
長
が
群
馬
県
代
表
と
し
て

活
動
実
績
大
会
に
出
場
。﹃
青
年
部
の
歩

み
と
成
果
﹄
を
テ
ー
マ
に
、
地
元
の
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
た
定
植
・
収
穫
体
験

な
ど
の
食
農
教
育
や
、
農
畜
産
物
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
へ
の
寄
付
、
駅
構
内
で
の

農
産
物
販
売
促
進
会
や
市
場
視
察
、
農
業

ま
つ
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
報
告
。
見
事
、
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
12
月
16
日
、
本
所
で
女

性
大
学
第
４
期
生
の
卒
業
式
を
開
き
ま
し

た
。

　

卒
業
式
に
は
、
卒
業
生
、
Ｊ
Ａ
女
性
組

織
協
議
会
役
員
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
が
参

加
。
矢
端
幹
男
組
合
長
が
２
年
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
学
生
一
人
ひ
と
り

に
卒
業
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

第
４
期
生
は
２
０
２
３
年
12
月
に
19
人

が
入
学
。
互
い
に
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、

地
元
農
畜
産
物
を
使
っ
た
パ
ン
や
み
そ
作

り
の
料
理
講
習
会
、
Ｊ
Ａ
施
設
見
学
や
き

ゅ
う
り
収
穫
体
験
、
草
木
染
め
や
陶
芸
教

▲活動内容を発表する山田会長

▲矢端組合長から卒業証書を受け取る女性大学第４期生

▲クリスマスソングの演奏を楽しむ参加者

地
域
密
着
型
介
護
ホ
ー
ム
上
陽
で

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

女
性
大
学
第
４
期
生

　
　
　
　
　
　

の
卒
業
式

関
東
甲
信
越
農
協
青
年
組
織
幹
部

研
修
会　

活
動
実
績
発
表
大
会
で

山
田
康
平
さ
ん
が
優
秀
賞

▶️
卒
業
式
に
参
加
し
た
第
４
期
生
の
み
な
さ
ん
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産
直
ゆ
う
あ
い
館
で
は
毎
日
、
生
産
者
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
た
新
鮮
で
美
味
し
い
野
菜
や
愛
情
込

め
て
作
っ
た
お
弁
当
や
お
惣
菜
、
お
菓
子
、
彩
り
鮮
や
か
な
切
り
花
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
消
費
者
の
生
活
を
支
え
る
出
荷
者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

なお、産直ゆうあい館では出荷者を大募集しています。
詳細は下記連絡先までお願い致します。

　　　ＪＡ前橋市産直ゆうあい館
　　　ＴＥＬ：０２７－２６１－５８１１　営業時間は
　　　ＦＡＸ：０２７－２６１－６４４６　午前９時から午後６時まで

氏　　名：竹石　優也さん（46）　洋食店「はっぴーすまいる」店主

所 在 地：前橋市二之宮町　

出荷品目：洋食のお弁当（木・金・土・日の週４日限定）

　竹石さんは、昨年12月から、オムライスやハンバーグ弁当など、味や素

材にこだわったお弁当を出荷しています。「お客様からの『おいしい』の言

葉が何よりの励み。お子様から大人の方まで多くの方に味わっていただき、

ぜひお店にも足を運んでいただけたら嬉しい」と話しました。

産直ゆうあい館出荷者紹介

8あぐりー・とーく  2026・１月号



ご存じですか？農業用免税軽油
　軽油引取税は、農業に使用する軽油について、一定の手続きを行うと免除されます。

対　　象　農業を営む人が、農作業において農業用機械に使用する軽油
手 続 き
１　あらかじめ県知事に「免税軽油使用者証」と「免税証」の交付申請を行う
※申請には「耕作証明書」や申請する機械の確認書類などの添付が必要
２　「免税証」の交付を受け、給油の際に軽油販売業者に「免税証」を提出し、免税軽油を購入・使用する
３　使用後、数量などを報告する
申請期間　２月は下記の日程で臨時窓口を開設します。詳しくはお問い合わせください
・ＪＡ前橋市　本所
　　　日時：令和８年２月６日（金）　９時30分～15時30分
　　　会場：アグリサポートセンター　２階会議室
・ＪＡ前橋市　南部営農センター
　　　日時：令和８年２月５日（木）　13時30分～15時30分
　　　会場：２階会議室
※なお、前橋行政県税事務所では、平日８時30分から17時15分まで随時、申請を受け付けています。

　▽問い合わせ先
　前橋行政県税事務所県税課軽油引取税係（TEL０２７－２３４－１８００）
　中部農業事務所農畜産課企画調整係（TEL０２７－２３３－２０１１）
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群馬県中部農業事務所

営農情報

　
　

②
化
学
性

　

土
壌
に
含
ま
れ
る
養
分
量
や
バ
ラ
ン
ス
な
ど
化

学
的
な
要
素
で
す
。
施
肥
し
た
肥
料
の
保
持
力
や

養
分
の
供
給
力
等
に
関
与
し
ま
す
。

③
生
物
性

　

土
壌
中
の
微
生
物
や
有
機
物
な
ど
で
す
。
有
機

物
の
分
解
や
作
物
へ
の
養
分
供
給
に
関
与
し
ま

す
。

土
壌
診
断
︵
分
析
︶
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

定
期
的
に
土
壌
診
断
を
行
い
、
養
分
の
過
不
足

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｃ
︵
陽
イ
オ
ン
交
換
容
量
︶
は
土
壌
の
保

肥
力
の
指
標
に
な
り
ま
す
。
初
め
て
の
畑
は
調
べ

て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

土
づ
く
り
に
役
立
つ
堆
肥
の
効
果

　

堆
肥
は
土
壌
に
施
用
さ
れ
る
と
微
生
物
に
よ
っ

て
分
解
さ
れ
腐
植
の
供
給
源
に
な
る
と
同
時
に
、

土
壌
の
物
理
性
や
化
学
性
、
生
物
性
の
改
善
に
役

立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
土
壌
微
生
物
の
数
・
種
類
が
増
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
連
作
障
害
や
土
壌
病
害
の
発
生
を

低
減
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

堆
肥
を
肥
料
と
し
て
活
用

　

堆
肥
の
施
用
量
は
ま
ず
窒
素
に
つ
い
て
計
算
し

て
、
リ
ン
酸
・
加
里
が
過
剰
に
な
っ
た
場
合
に
は

施
用
量
を
減
ら
し
ま
す
。﹃
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ

る
が
ご
と
し
﹄
必
要
以
上
の
養
分
は
過
剰
障
害
を

招
き
ま
す
。
土
壌
診
断
結
果
に
基
づ
い
て
施
用
し

ま
し
ょ
う
。

家
畜
堆
肥
の
特
徴
と
注
意
点

　

Ｃ
／
Ｎ
比
︵
炭
素
率
︶
の
高
い
堆
肥
は
有
機
質

が
豊
富
に
あ
り
、
土
づ
く
り
効
果
が
大
き
い
で
す

が
、窒
素
の
効
果
発
現
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。︵
表

１
︶

︻
牛
ふ
ん
堆
肥
︼

　

Ｃ
／
Ｎ
比
が
高
い
の
で
土
づ
く
り
効
果
が
高
く
、

窒
素
成
分
が
少
な
い
も
の
が
一
般
的
で
す
。
使
用

さ
れ
る
副
資
材
︵
オ
ガ
ク
ズ
・
籾
殻
等
︶
に
よ
っ

て
肥
効
が
異
な
る
の
で
、
成
分
分
析
結
果
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

︻
鶏
ふ
ん
堆
肥
︼

　

窒
素
成
分
が
高
く
、
肥
効
の
発
現
が
早
い
の
が

特
徴
で
、
土
づ
く
り
効
果
は
低
く
な
り
ま
す
。
リ

ン
酸
と
石
灰
の
含
有
量
が
多
い
の
で
、
養
分
過
多

に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

︻
豚
ぷ
ん
堆
肥
︼

　

肥
効
や
土
づ
く
り
は
、
牛
ふ
ん
堆
肥
と
鶏
ふ
ん

堆
肥
の
中
間
的
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
リ
ン

酸
含
有
量
が
多
い
の
で
、
リ
ン
酸
過
剰
に
な
ら
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
堆
肥
の
成
分
は
畜
種
だ
け
で
な
く
、
副
資
材
や

製
造
方
法
等
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
堆
肥
の
成

分
分
析
結
果
を
確
認
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

堆
肥
は
貴
重
な
国
内
資
源
で
す

　
　
　
　
　

上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

︵
中
部
農
業
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

農
畜
産
課
農
畜
産
係
︶

　

堆
肥
も
肥
料
と
考
え
化
学
肥
料
を
削
減
す
る
こ

と
で
、
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
環
境
負
荷
低
減
の
観
点
か
ら
も
積
極
的
に

堆
肥
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。　
　

土
づ
く
り
の
基
本　

　

土
づ
く
り
と
は
、
作
物
の
生
産
基
盤
と
な
る
土

壌
の
状
態
を
①
物
理
性
、
②
化
学
性
、
③
生
物
性

の
観
点
か
ら
改
善
し
、
作
物
に
好
適
な
状
態
に
す

る
こ
と
で
す
。

①
物
理
性

　

土
壌
の
硬
さ
や
保
水
性
・
排
水
性
な
ど
物
理
的

な
要
素
で
す
。
作
物
の
生
育
・
収
量
に
影
響
を
与

え
る
根
の
発
達
に
関
与
し
ま
す
。

土
づ
く
り
の
基
本
と

堆
肥
の
活
用

物理性

生物性 化学性

▲作物に好適な状態

【土壌の性質】

３つの性質は相互に作用し
あっています

土壌診断からわかること

土壌の養分量
・バランス

一般分析
　ｐＨ、石灰、苦土
　加里、リン酸

土壌の肥料養分
の濃度

一般分析
　ＥＣ

保肥力・地力
特殊分析
　ＣＥＣ、腐植

家畜ふん堆肥の特徴（表1）

牛ふん堆肥 豚ぷん堆肥 鶏ふん堆肥

Ｃ／Ｎ比
（炭素率）

高い　　　　　　　　 低い

土づくり効果 大きい　　　　　　　　 小さい

窒素の肥効 小さい　　　　　　　　 大きい

肥料の持続性 ゆっくり　　　　　　　　 早い
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「
奉
安
殿
」の
こ
と
な
ど

JAのペット火葬 ～移動火葬車によるペットの火葬サービス～

ペット火葬専用ダイヤル　※夜間（18時～８時）はペット火葬業者で対応します。

　長い間一緒に過ごしてきた、大切な家族。もしもお別れの時が来てしまったらすぐに離れてしま
うのはあまりにも切ないから、真心込めてお別れのお手伝いを致します。
ご火葬プランのご紹介　ご家族様のご要望やご都合に合わせた３つのご火葬プランを用意しています

※24時間365日対応致します。01200120--0909--10821082

合　同　火　葬
（※ご返骨不可）

　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお迎えに参ります。
その後、合同火葬を行います。
合同火葬後のご遺骨は、提携寺
院の納骨堂の合祀墓でご供養い
たします。

14,850円～（税込）

個　別　火　葬
（スタッフによるお骨上げ）

　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお伺い致します。専
用車にて個別に火葬を行い、ス
タッフが骨壷のお骨をお納めし、
後日、ご自宅へご返骨いたしま
す。

18,150円～（税込）

立会い個別火葬
（ご家族様によるお骨上げ）

　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお伺いします。専用
車にて個別に火葬を行い、ご家
族にお骨上げをしていただきま
す。骨壷のお骨をおさめ、ご返
骨いたします。

20,350円～（税込）

農

と

歳

時

記

　

二
十
四
節
気
の
小
寒
か
ら
は
﹁
寒
の
入
り
﹂

と
い
っ
て
︑
立
春
の
日
に
寒
が
明
け
る
ま
で

本
格
的
な
寒
さ
が
訪
れ
ま
す
︒

　

小
寒
を
過
ぎ
た
ら
年
賀
状
で
は
な
く
寒
中

見
舞
い
を
出
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
し

ま
す
︒
ま
た
︑
小
寒
か
ら
９
日
目
に
降
る
雨

は
﹁
寒
九
︵
か
ん
く
︶
の
雨
﹂
と
い
っ
て
豊

作
の
吉
兆
と
し
て
喜
ば
れ
ま
す
︒

　

１
月
７
日
は
人
日
の
節
句
︒
こ
の
日
に
汁

物
を
い
た
だ
く
風
習
が
日
本
の
七
草
が
ゆ
の

行
事
と
な
り
ま
し
た
︒
セ
リ
・
ナ
ズ
ナ
・
ゴ

ギ
ョ
ウ
・
ハ
コ
ベ
ラ
・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
・
ス
ズ

ナ
︵
カ
ブ
︶・
ス
ズ
シ
ロ
︵
ダ
イ
コ
ン
︶
が

入
っ
た
お
か
ゆ
で
胃
腸
を
整
え
︑
寒
さ
に
備

え
ま
し
ょ
う
︒

　
二
十
四
節
気
の
大
寒
は
一
年
で
最
も
寒
い

時
季
。
小
寒
か
ら
大
寒
を
挟
ん
で
立
春
ま
で

を
「
寒
の
内
」
と
呼
び
ま
す
。

　
こ
の
時
季
は
寒
く
て
雑
菌
が
繁
殖
し
に
く

い
た
め
、
秋
に
収
穫
し
た
穀
物
を
使
っ
て
、

農
閑
期
に
み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
、
酒
な
ど
の
発

酵
食
品
を
仕
込
む
「
寒
仕
込
み
」
に
適
し
て

い
ま
す
。
寒
さ
で
発
酵
と
熟
成
が
ゆ
っ
く
り

進
む
の
で
、
寒
仕
込
み
を
す
る
と
味
わ
い
深

く
出
来
上
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
寒
い

の
も
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ね
。

　
大
寒
の
初
日
に
鶏
が
産
ん
だ
卵
は
「
大
寒

卵
」
と
呼
ば
れ
、
縁
起
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
寒
卵
を
食
べ
る
と
一
年
無
病
息
災
で
過
ご

す
こ
と
が
で
き
、
金
運
も
上
昇
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

■ 

小
寒
・
人
日
︵
し
ょ
う
か
ん
・
じ
ん
じ
つ　

２
０
２
６
年
は
１
月
５
日
・
１
月
７
日
︶

■ 

大
寒
︵
だ
い
か
ん　

２
０
２
６
年
は
１
月
20
日
︶

小
寒
・
人
日
・
大
寒

和
文
化
講
師
●
滝
井
ひ
か
る

←の日が出荷休みになります。

野菜の荷受休業日野菜の荷受休業日

１
月

の
休
業
日

２
月

の
休
業
日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31
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◯
発
　
行

　
前

橋
市

農
業

協
同

組
合

〒
379-2161

群
馬

県
前

橋
市

富
田

町
2400-1

◯
編
　
集

　
JA

前
橋

市
企

画
管

理
部

総
合

企
画

課
／

編
集

委
員

会

　
TE

L  027-261-3000 ㈹
    FA

X
  027-212-2570

◯
発
行
人

　
代

表
理

事
組

合
長

　
矢
端
幹
男

2
0
2
6

１
月

Ｎ
ｏ

.3
9
5 11月末事業実績11月末事業実績

みんなの JA

※希望される方は、
前々日までにJA各支所へご連絡ください。

法務・税務相談日

……  各午後２時から本所金融部窓口にて  ……

●法務相談

2026年 ２月 ６日㈮・20日㈮

2026年 ３月 ６日㈮・13日㈮

●税務相談
2026年 ２月12日㈭・26日㈭

2026年 ３月19日㈭・26日㈭

※各会場での相談会にご来場の際には、日本年金機構から送付された
書類等、年金に関する書類を一緒にご持参ください。

年金無料相談会令和８年２月スケジュール
■ 平日お忙しい方、ご相談承ります。予約もできます。

２/
㈰ １ 時間：午前９時～11時30分

会場：ＪＡ前橋市　南部支所
　　　前橋市鶴光路町200-1
TEL：027-265-0956

２/
㈰ １ 時間：午後１時30分～４時

会場：ＪＡ前橋市　西部支所
　　　前橋市元総社町1丁目25-1
TEL：027-251-2487

２/
㈰ ８ 時間：午前９時～午後３時

会場：ＪＡ前橋市　宮城支所・粕川支所
　　　前橋市鼻毛石町198-11　
TEL：027-283-2501

年金無料相談会JA
前橋市の

総 組 合 員 数

貯　金　総　額
貸 出 金 総 額
長期共済保有額
農畜産物販売総額
購買品供給額

24,426 人
(うち正組合員 9,865 人)

2,365億2,718 万円

765億1,046 万円

4,388億6,659 万円

126億4,370 万円

41億5,622 万円

◆
審
議
事
項  
―
―
―
―
―
―

　
①�

令
和
８
年
度　
事
業
計
画
策

定
日
程

　
②�

Ｊ
Ａ
前
橋
市
訪
問
介
護
事
業

（
介
護・障
害
）の
廃
止

　
③
年
末
手
当

◆
報
告
事
項  

―
―
―
―
―
―

　
①
各
事
業
の
概
況
と
報
告　

11
月
25
日
⋮
本
所
多
目
的
ホ
ー
ル

11
月
の
理
事
会
か
ら

○
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

前
橋
市
で
は
、
次
の
と
お
り
各

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
人
数
・
職
務
内
容

（
農
業
委
員
）
24
人
。
農
業
委
員

会
の
会
議
に
出
席
し
、
農
地
の
権

利
に
係
る
許
可
等
に
関
し
て
審
議

を
行
い
ま
す
。

（
推
進
委
員
）
53
人
。
担
当
区
域

に
お
い
て
、
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
を
推
進
す
る
た
め
の
現
場
活

動
を
行
い
ま
す
。

□
任
期

令
和
８
年
７
月
20
日
か
ら
令
和
11

年
７
月
19
日

□
募
集
期
間

令
和
８
年
２
月
２
日
（
月
）
か
ら

令
和
８
年
３
月
２
日
（
月
）

□
募
集
方
法

推
薦
又
は
自
ら
の
応
募

●
応
募
に
関
し
て
、
詳
細
は
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
要

項
の
配
布
は
、
令
和
８
年
１
月
20

日
（
火
）
か
ら
前
橋
市
役
所
７
階

農
政
課
及
び
農
業
委
員
会
事
務
局

に
て
行
う
ほ
か
、
前
橋
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

□
問
合
せ

　

農
業
委
員
の
募
集
に

つ
い
て
＝
前
橋
市
農
政
課
（
電
話

０
２
７
―
８
９
８
―
６
７
０
２
）

推
進
委
員
の
募
集
に
つ
い
て
＝
前

橋
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
電
話

０
２
７
―
８
９
８
―
６
７
３
２
）

○
農
業
災
害
発
生
時
は
連
絡
を

　

大
雪
な
ど
気
象
災
害
に
よ
っ
て

農
作
物
や
農
業
用
施
設
等
に
被
害

が
発
生
し
た
場
合
は
、
現
地
調
査

を
実
施
し
被
害
状
況
の
確
認
を
行

い
ま
す
。
被
害
を
受
け
た
場
合
は
、

３
日
以
内
に
被
害
状
況
を
連
絡
す

る
と
と
も
に
、
被
害
状
況
が
わ
か

る
写
真
を
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。

○
連
絡
先
＝
Ｊ
Ａ
前
橋
市
各
営
農

セ
ン
タ
ー
又
は
前
橋
市

農
政
課
（
０
２
７
―
８

９
８
―
６
７
０
４
）

○
ト
ラ
ク
タ
ー
に
も
ナ
ン
バ

ー
申
請
を

　

ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ

ン
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
、

所
有
し
て
い
る
車
両
が
小
型

特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る
場

合
は
、
公
道
を
運
行
し
な
い

車
両
で
あ
っ
て
も
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）
の
申
告
（
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
得
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
規
格

等
に
つ
い
て
は

前
橋
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

・
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類

・
販
売
店
で
購
入
し
た
場
合

は
販
売
証
明
書

・
個
人
か
ら
譲
り
受
け
た
場

合
は
譲
渡
証
明
書
お
よ
び
車

台
番
号
の
押
し
刷
り
、
ま
た

は
廃
車
証
明
書
。
譲
渡
証
明

書
に
は
旧
所
有
者
の
住
所
、

氏
名
、
車
名
、
型
式
、
排
気

量
、
車
台
番
号
の
記
載
が
必

要
で
す
。

●
申
告
場
所

　

前
橋
市
役
所
市
民
税
課

　

大
胡
、
宮
城
、
粕
川
、
富

士
見
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
ま
た
は
城
南
支
所

●
問
い
合
わ
せ

市
民
税
課
諸
税
係
☎
０
２
７

―
８
９
８
─
５
８
４
２
・
５

８
４
３

︻
お
詫
び
と
訂
正
︼

　
﹃
あ
ぐ
り
ー
・
と
ー
く
２
０
２

５
年
12
月
号
﹄
４
ぺ
ー
ジ
掲
載
の

﹁
第
27
回
群
馬
県
Ｊ
Ａ
年
金
友
の

会
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
で
木
内
賢
一
さ
ん
が
見
事
優

勝
！
﹂
記
事
内
に
お
き
ま
し
て
、

表
彰
会
員
様
の
所
属
チ
ー
ム
名

に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
第
３
位　

村
田
紀
好
さ
ん 

　

誤
:
西
片
貝
町
チ
ー
ム　
　

　

正
:
上
泉
３
・
４
区
チ
ー
ム

・
第
６
位　

村
田
き
よ
子
さ
ん 

　

誤
:
西
片
貝
町
チ
ー
ム　

 
 

　

正
:
上
泉
３
・
４
区
チ
ー
ム

・
第
10
位　

中
嶋
芳
明
さ
ん 

　

誤
:
上
泉
３
・
４
区
チ
ー
ム

　
　

正
:
西
片
貝
町
チ
ー
ム

　

関
係
者
の
皆
様
な
ら
び
に
読

者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
を
、
謹
ん
で
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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